
となっ
て
い
ると
宕者はみ
る）

あの
時
代には、
こ
とに
時代劇の

事実、
ふた
りは
持びコ
ン
ビ
に

主
人公には＝
ヒル
な
型が
多かっ

民ると、’
ま
もな
くただなら
ぬ
凶

た。
こ
の
点、
大

河内伝次
郎の
映

係とな
り、
問
桜するこ
とに
なる。

耐には一
種の
妖気が
い掠っ
てい
ま

が、
この
生
活
もやがて
大
河内川川、
，
し
たか
らね。
その
ほ
か
衣河内は、

ほの
命ずる
と
こ
ろに従っ
て
他の

伊
勝大
柿と
喧抱
治とい
う二
人の

女性と

結婚するこ
とによ
り、
つ・
名昨恥
督に
悲まれたこ
と、
さらに

いに
破
均ψ』
迎えるの
であ
む。

殺陣
喝加ではかなら
ず
兵剣を使

ところで
最
後に
なるが、
この
・
っ
てい
たからすごい
迫力が
あっ

一
件をと
り
上
げて、

若者が、

たこ
と
もあっ
たと
思う・・

寸大
河内には
そうい
う従
刷な、

それは
さておき、
大判内
伝次

非常に
仏
教
的
な聞が
あっ
た」

郎はい
まは
亡い。
昭
和三
十七
年、

と
推察し
て
い
るのは、
災に
示

Wガジ
れか
死闘だっ
た。
（裁〉

峻に
白む
見
方では
なかろうか，

“
FIJd
・寸言インタ

よγ
援問ビュl／奥津

mm偶蹄邸内U要氏ハ県大教

J川一EAYケ
！投・近世文学）

八
妖
気
の
漂
っ
た
銀
幕
の
大
河
内
V

Q
ずば
り
宮うと、
火河
内
伝次

郎の
人
気の
秘
訟は
何だっ
た
t

m匹、浮
ま
ず
第一
には
昭

和初期の

． 、 ． ． － ， I 

『
後
函
渡
世』
マ
キ
ノ
雅
弘
器官、
平
凡
社・

天
の
巻
と
地
の
巻
各一
二
O
O
円

『
日

本
敏
函
の
若
き
日
有』
稲
鑑
治
活バ
毎
日

新
聞
社・
－
ニ
O
O
門

司
写
真
で
見
る

大

衆文学
事典』

MP抑制古川官、
桜岨偶社・

一
ニ
O
O
門

『
君
は
時
代
劇
映
画
を
見

たか』佐勝山崎川山部官 、じゃこめてい山

版・
一
五
O
O
門

，
・
．

、
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”姻叫’e，混濁凶.. 

’�岱
I tt、割�g.）伊捜h

;:/l舗＼？
I 11.1111:: o叫；� I I '(llll'll Wlll紙YJIS判 II口 ・ 川品 ＇.＜－�U I ＇＇＂＇”h M訓’�＇；L.；略戦劉
b川＇＂＇訂以1::'.. ·.r. J 
、�

スコットランド物語⑩
,'. 焚 刑

.Hトリックー・ハミルトン1;1:：数1U主かで
あったばかりでなく、富裕で、 おまけに結
婚したての前途洋々なる予青年であったー

セントアンドりユースの大司教Jジェー
ムス，ビードンIi、新しいf宮仰の人気とそ
の舷大をおさえるため、f皮を捕え、fi:仰
を変えなければ'ti.1.711］（こ処すとおごした。

Lかし、 彼1il8:念をまげなかっ たど1也
1訟の劫火に魂を焼かれるよりも、 肉体を
鋭かれた方がいい”と言って、 スコットラ
ンドで初めての焚刑を受ける本となった。
．焚両IJ;t、セントアンドリユースのサJνヲェ
イター・カレッジで、大勢の見物人の見守
る中で行われたが、 なれないため、犯既刊
台の作りがわるく、途中で雨が降ったり
して、死に�るまで6時間もきしまなけ
ればならなかった。

しかし、彼の塑なる態度t草、 人4に大
きな感動を与え、かえって、その信仰は、
国中の人々に広ま り、カトリックの僧職に
つ《者さえ、強〈ひきつけられた。ジェー
ムスVt!tさえ、f雲1叩そのものではなかっ
たが、t笠に起ったある種の情感：O)�りtこ
つられ、息子の紋部E進歩的なユマニスト、
ジェームス・ブキャナンを湿ったりした。，（S).
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